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2015年6月6日（土）　神戸国際会議場501号会議室

主催：	 神戸大学医学部附属病院　耳鼻咽喉・頭頸部外科
協力：	 第39回日本頭頸部癌学会
	 Cleveland Clinic Foundation
	 Netherlands Cancer Institute
	 がん研有明病院 頭頸科
	 新潟県立がんセンター新潟病院 頭頸部外科
	 アトスメディカル名優株式会社

喉頭摘出後リハビリテーションについての

集学的アプローチ２０１５

喉頭摘出後リハビリテーションについての
集学的アプローチ

開催日時	 2015年6月6日（土） 10:00 - 17:00（受付9:30～）
会場	 神戸国際会議場501号会議室
	 神戸市中央区港島中町6-9-1 5階
	 tel:078-302-5200
主催	 神戸大学医学部附属病院 耳鼻咽喉・頭頸部外科 
協力	 第39回日本頭頸部癌学会
	 Cleveland Clinic Foundation（クリーブランドクリニック）
	 Netherlands Cancer Institute（オランダがんセンター）
	 がん研有明病院 頭頸科
	 新潟県立がんセンター新潟病院 頭頸部外科
	 アトスメディカル名優株式会社

参加費	 無料	
定員	 120名様（申込先着順で定員になり次第締め切らせていただきます）	
お問い合わせ	 アトスメディカル名優株式会社　

	 tel: 03-4589-2830　FAX: 03-5540-0890　Email: info.jp@atosmedical.com (受付時間　平日 11:00 - 18:00)
	

参加申込書
会場手配の都合上、誠に恐れ入りますが3月31日までにFAXにてお申し込みください

フリガナ
御芳名

御所属

懇親会	 　	 	 参加・不参加

御住所

電話番号

FAX番号

E-mail

FAX送信先 03-5540-0890
（アトスメディカル名優株式会社 / カスタマーサービス）

（いずれかを○で囲んでください）

神戸国際会議場

市民広場
（コンベンションセンター）駅

神戸ポートピアホテル

市民広場

ワールドビル
アリストンホテル神戸

神戸国際展示場
1号館

２号館



喉頭摘出後リハビリテーションについての
集学的アプローチ概要

　機能温存は頭頸部癌治療において最終的なゴールではあ
りますが、進行した喉頭がん、下咽頭がん患者の喉頭摘出
は避けられない場合もあります。しかしながら、適切な外科
的処置とリハビリテーションを受けることができれば、喉頭
摘出後でも、比較的クオリティの高い生活を送ることができ
ます。
　この勉強会では、喉頭摘出者の声、肺、嗅
覚のリハビリテーション分野における最新の
情報や技術を解説します。また、患者さまの
ゲストスピーチも予定しておりますので、患
者さまの立場から見た喉摘後リハビリテーシ
ョンの重要性についても考察します。

セミナースケジュール
（司会）齋藤医師、佐藤医師

9:30-10:00	 受付

10:00-10:10	

開会挨拶	 （丹生医師）

10:10-11:30	

講習
	 10:10‐10:25
	 プロヴォックス概要、メカニズム、適応

（齋藤医師）
	 10:25‐10:55　
	 術前の準備、術前術後指導、パッチテスト

（中島看護師）
	 10:55‐11:30 　
	 手術、交換	 （四宮医師）

11:45-12:30
アフターケア・トラブルシューティングに
関する座学・意見交換

	 トラブルシューティングに関する
	 座学・意見交換	

（齋藤医師、福島医師、佐藤医師）

12:30-13:30	 休憩

13:30-14:30　

Latest surgical techniques and 
refinements of TE puncture/post-
operative rehabilitation
	 バーキー医師による講義	 （同時通訳）

14:45-16:00
Rehabilitation of Voice and Olfaction
	 コリーナ言語聴覚士によるビデオ講義
	 	 （字幕付）

16:15-17:00

喉頭摘出者によるゲストスピーチ

17:30-

懇親会
	

開催主旨

　喉摘後のシャント孔形成～ボイスプロテーゼ留置・定期
診療・交換等の一連の流れにおける留意点や主なトラブル
事例等を紹介し、知識・ノウハウの水平展開を図る。
　欧米における術式・術後リハビリテーションの最新動向を
把握し、日本での展開可能性について議論する。
　術後の発声・メンテナンス指導等の事例についてビデオレ
クチャーを行い、医療従事者のノウハウ向上を図る。

参加対象

・医師
・言語聴覚士
・頭頸部外科関連の看護師
・患者さま

Corina J van As-Brooks
PhD

オランダがんセンター
言語聴覚士

Brian Burkey, MD FACS
クリーブランドクリニック

Section Head, H&N 
Surgery and Oncology

佐藤 雄一郎 医師　
新潟県立がんセンター
新潟病院頭頸部外科

部長

齋藤　幹 医師　
神戸大学医学部附属病院
耳鼻咽喉・頭頸部外科

四宮 弘隆 医師　
神戸大学医学部附属病院
耳鼻咽喉・頭頸部外科

福島 啓文 医師　
がん研有明病院頭頸科 

医長

中島 暁美 看護師　
がん研有明病院頭頸科

丹生 健一 医師
神戸大学医学部附属病院

耳鼻咽喉・頭頸部外科 教授


